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(57)【要約】
【課題】　アプリケーションを起動するとき、快適に利
用することができないアプリケーションを識別表示する
「電子装置、通信システムおよびアイコン表示方法」を
提供する。
【解決手段】現在のデータ通信速度を取得する通信速度
取得手段３００と、データ通信速度リスト２６２を読み
出す通信速度リスト読出手段３１０と、現在のデータ通
信速度に基づき高速通信が可能な高速通信可能状態であ
るか、または、通信速度に制限がかけられた通信速度制
限状態であるかを判別する通信状態判別手段３２０と、
通信速度制限状態であると判別されたとき、データ通信
速度リスト２６２に基づき、快適に利用することができ
ないアプリケーションを抽出する抽出処理手段３３０と
、抽出されたアプリケーションに対応するアイコンを識
別するアイコン識別手段３４０とを有する。
【選択図】　　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
携帯端末におけるテザリング機能を利用してアプリケーションを実行する電子装置であっ
て、
　複数のアプリケーションに対応する各アイコンを表示する表示手段と、
　テザリング機能によるデータ通信速度に応じて、高速通信可能な高速通信可能状態であ
るか、または、通信速度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判別する通信状
態判別手段と、
　前記通信状態判別手段により通信速度制限状態であると判別されたとき、高速データ通
信に該当するアプリケーションを抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段による抽出結果に応じてアイコンを識別表示する識別表示手段と、
を有する、電子装置。
【請求項２】
前記通信状態判別手段は、前記テザリング機能によるデータ通信速度を監視し、データ通
信速度を取得する通信速度取得手段を含み、
　前記通信速度取得手段は、通信基地局と携帯端末、または、携帯端末と電子装置とのデ
ータ通信速度を取得する、請求項１記載の電子装置。
【請求項３】
前記電子装置はさらに、前記複数のアプリケーションに関する通信情報を登録したリスト
を有し、前記リストに登録された通信情報基づき、高速データ通信に該当するアプリケー
ションを抽出する、請求項１に記載の電子装置。
【請求項４】
前記リストは、アプリケーションの推奨通信速度、推奨通信環境、または過去の通信速度
実績に関する情報を含む、請求項３に記載の電子装置。
【請求項５】
前記識別表示手段は、高速データ通信に該当するアプリケーションに対応するアイコンを
、高速データ通信に該当しないアプリケーションから識別されるように表示する、請求項
１に記載の電子装置。
【請求項６】
前記識別表示手段は、高速データ通信に該当するアプリケーションと高速データ通信に該
当しないアプリケーションとをグループに分けて識別表示する、請求項１に記載の電子装
置。
【請求項７】
テザリング機能を有する携帯端末と、前記携帯端末のテザリング機能を利用してアプリケ
ーションを実行する電子装置とを含む、通信システムであって、
　前記携帯端末は、
　通信基地局とのデータ通信速度、または、前記電子装置とのデータ通信速度を監視し、
前記データ通信速度を前記電子装置に提供する提供手段と有し、
　前記電子装置は、
　　複数のアプリケーションに対応する各アイコンを表示する表示手段と、
　前記携帯端末から出力された前記データ通信速度に応じて、高速通信可能な高速通信可
能状態であるか、または、通信速度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判別
する通信状態判別手段と、
　前記通信状態判別手段により通信速度制限状態であると判別されたとき、高速データ通
信に該当するアプリケーションを抽出する抽出手段と有し、
　前記抽出手段による抽出結果に応じてアイコンを識別表示する、通信システム。
【請求項８】
データ通信機能を備えた電子装置に搭載されるアプリケーションのアイコン表示方法であ
って、
　データ通信速度に応じて、高速通信可能な高速通信可能状態であるか、または、通信速
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度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判別するステップと、
　通信速度制限状態であると判別されたとき、高速データ通信に該当するアプリケーショ
ンを抽出するステップと、
　前記抽出するステップの抽出結果に応じて、アイコンを識別表示するステップと、
を有する、アイコン表示方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テザリング機能を利用する電子装置におけるアイコンの表示技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、スマートフォンに代表される携帯型多機能端末を外付けモデムのように扱い、電
子機器を携帯型多機能端末に接続することで、携帯多機能端末を経由してネットワークに
接続するテザリング通信技術が普及している。例えば、車載用電子機器では、スマートフ
ォンのテザリング機能を利用し、そのスマートフォンを無線ＬＡＮのアクセスポイントと
同様に用いて、データ通信を行う場面が増えてきている。それにより、ユーザーは、車載
用電子装置において、アプリケーションサービスやクラウドサービスを利用することがで
きる。
【０００３】
　ユーザーはテザリング機能を利用することで、簡単にデータ通信を利用することができ
る。しかしながら、通信業者のトラフィック量は大きく増えるため、複数の通信業者では
、テザリング通信で通信可能な許容量を設定し、その許容量を超えた場合には、データ通
信速度を制限するような対策を講じている。例えば、通信速度制限がかからない通常時に
は１０Ｍｂｐｓ以上の通信速度が得られるが、通信速度制限が適応されると、１２８Ｋｂ
ｐｓに通信速度を制限されることがある。
【０００４】
　一方、ユーザー側では、通信速度制限が適応されないように、総データ通信量を自らチ
ェックする場合もあり、特許文献１には、データ通信量を抑制するため、通信回線を制限
または切断する技術が開示されている（特許文献１）。
【０００５】
　また、車載用電子装置のように、移動通信においては、移動に応じて通信環境が著しく
変化するため、走行中の通信状態に基づいて、通信困難な地点に達するまでのコンテンツ
ごとの受信可否を判断して、その判断結果を報知する技術が開示されている（特許文献２
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２０８１９９号公報
【特許文献２】特開２００４－２４７９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　テザリング通信を利用する電子装置において、ユーザーが使用するアプリケーションに
は、例えば、ユーチューブ（登録商標）など、動画をストリーミング配信するような高速
なデータ通信環境を前提にするものと、ツイッター（登録商標）、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（登
録商標）など、テキストや静止画を主体とする、高速データ通信を必要としないものとが
混在している。
【０００８】
　仮に、通信速度制限が適応された場合、極端に通信速度が低下するため、高速なデータ
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通信環境を前提にするアプリケーションは快適に利用することができなくなってしまう。
しかしながら、通信速度制限が適応された通信環境下において、アプリケーションを起動
するとき、ユーザーは、快適に利用することができるアプリケーションと、快適に利用す
ることができない、高速データ通信を前提にするアプリケーションとを判別することがで
きなかった。
【０００９】
　本発明は、このような従来の課題を解決し、現在の通信環境に基づき、快適に利用する
ことができないアプリケーションを識別して表示することができる電子装置、通信システ
ムおよびアイコン表示方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る電子装置は、複数のアプリケーションに対応する各アイコンを表示する表
示手段と、テザリング機能によるデータ通信速度に応じて、高速通信可能な高速通信可能
状態であるか、または、通信速度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判別す
る通信状態判別手段と、前記通信状態判別手段により通信速度制限状態であると判別され
たとき、高速データ通信に該当するアプリケーションを抽出する抽出手段と、前記抽出手
段による抽出結果に応じてアイコンを識別表示する識別表示手段とを有し、携帯端末にお
けるテザリング機能を利用してアプリケーションを実行する。
【００１１】
　好ましくは、前記通信状態判別手段は、前記テザリング機能によるデータ通信速度を監
視し、データ通信速度を取得する通信速度取得手段を含み、前記通信速度取得手段は、通
信基地局と携帯端末、または、携帯端末と電子装置とのデータ通信速度を取得する。
【００１２】
　好ましくは、電子装置はさらに、前記複数のアプリケーションに関する通信情報を登録
したリストを有し、前記リストに登録された通信情報基づき、高速データ通信に該当する
アプリケーションを抽出する。好ましくは、前記リストは、アプリケーションの推奨通信
速度、推奨通信環境、または過去の通信速度実績に関する情報を含む。
【００１３】
　好ましくは、前記識別表示手段は、高速データ通信に該当するアプリケーションに対応
するアイコンを、高速データ通信に該当しないアプリケーションから識別されるように表
示する。好ましくは、前記識別表示手段は、高速データ通信に該当するアプリケーション
と高速データ通信に該当しないアプリケーションとをグループに分けて識別表示する。
【００１４】
　本発明に係る通信システムは、テザリング機能を有する携帯端末と、前記携帯端末のテ
ザリング機能を利用してアプリケーションを実行する電子装置とを含み、前記携帯端末は
、通信基地局とのデータ通信速度、または、前記電子装置とのデータ通信速度を監視し、
前記データ通信速度を前記電子装置に提供する提供手段と有し、前記電子装置は、複数の
アプリケーションに対応する各アイコンを表示する表示手段と、前記携帯端末から出力さ
れた前記データ通信速度に応じて、高速通信可能な高速通信可能状態であるか、または、
通信速度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判別する通信状態判別手段と、
前記通信状態判別手段により通信速度制限状態であると判別されたとき、高速データ通信
に該当するアプリケーションを抽出する抽出手段と有し、前記抽出手段による抽出結果に
応じてアイコンを識別表示する。
【００１５】
　本発明に係るアイコン表示方法は、データ通信速度に応じて、高速通信可能な高速通信
可能状態であるか、または、通信速度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判
別するステップと、通信速度制限状態であると判別されたとき、高速データ通信に該当す
るアプリケーションを抽出するステップと、前記抽出するステップの抽出結果に応じて、
アイコンを識別表示するステップとを有し、データ通信機能を備えた電子装置に搭載され
るアプリケーションのアイコン表示に適応される。
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【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、テザリング機能を利用する電子装置において、アプリケーションを利
用するとき、現在の通信状態に応じて、快適に利用することができないアプリケーション
を、そのアイコンの表示形態によって識別することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施例に係るテザリング機能を利用する通信システムの利用態様の一例
を示す図である。
【図２】本発明の実施例に係るテザリング機能を有するスマートフォンの構成例を示すブ
ロック図である。
【図３】本発明のテザリング機能部の一構成例を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施例に係る車載用電子装置の構成例を示すブロック図である。
【図５】アプリケーションソフトに関するデータ通信速度リストを示す図である。
【図６】車載用電子装置の制御部の機能を示す機能ブロック図である。
【図７】本発明のアイコンの識別表示処理に関するフローチャートである。
【図８】アプリケーション起動時におけるアイコンの表示例である。
【図９】アプリケーション起動時におけるアイコンの識別表示例である。
【図１０】本発明のその他のアイコン識別表示例であり、図１０（Ａ）はマーク重畳表示
による表示例、図１０（Ｂ）はアイコンの配列順序の変更による表示例である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。本発明の好ましい態様に
係る通信システムは、テザリング機能を有するスマートフォン（多機能型携帯端末）と、
そのスマートフォンをアクセスポイントとして接続することで、アプリケーションサービ
スを利用可能となる電子装置と備えている。
【００１９】
　本発明の電子装置は、ノート型ＰＣ、タブレット型ＰＣ、パーソナルコンピュータ、カ
ーナビゲーション装置、ゲーム機器、その他の通信機器を備えた電子装置であることがで
き、ＵＳＢ（登録商標）、ＷｉＦｉ（登録商標）やＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）によ
ってスマートフォンに外部電子装置として接続される。また、電子装置には、複数のアプ
リケーションソフトウェアがインストールされており、それらアプリケーションに対応す
る複数のアイコンを表示する表示部を備えている。
【００２０】
　スマートフォンにおけるテザリング機能を利用してアプリケーションを起動する電子装
置は、複数のアプリケーションを記憶する記憶手段と、複数のアプリケーションに対応す
る各アイコンを表示する表示手段と、テザリング機能によるデータ通信速度を取得する通
信速度取得手段と、取得されたデータ通信速度に応じて、高速通信可能な高速通信可能状
態であるか、または、通信速度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判別する
通信状態判別手段と、通信状態判別手段により通信速度制限状態であると判別されたとき
、快適に利用することができない、高速データ通信に該当するアプリケーションを抽出す
る抽出手段と、抽出結果に応じて、対応するアイコンを識別して表示する識別表示手段と
を有する。
【実施例】
【００２１】
　次に、本発明の実施例に係る通信システムについて図面を参照して説明する。図１は、
本実施例のテザリング通信技術を用いた通信システムの１つの利用態様を例示する。通信
システム１０は、通信業者の基地局である通信基地局２０と、通信業者からのサービスを
受け、通信基地局１０を介してネットワークに接続されるスマートフォン３０と、スマー
トフォン３０に無線または有線により接続され、そのスマートフォン３０のテザリング機
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能により、そのスマートフォン３０をアクセスポイントとしてネットワークに接続する車
載用電子装置４０とから構成される。スマートフォン３０には、テザリング機能が搭載さ
れており、車載用電子装置４０以外にも、複数のその他外部電子装置を接続することがで
きる。
【００２２】
　図２は、テザリング機能を搭載するスマートフォンの一構成例である。スマートフォン
３０は、典型的に、ユーザーからの入力を受け取る入力部１００と、通信業者の通信基地
局との間で電話通信またはデータ通信等を可能にする通信部１１０と、ディスプレイの表
示を制御する表示制御部１２０と、スピーカからの音声出力を制御する音声出力部１３０
と、マイクロコントローラやマイクロプロセッサ等を含みプログラムを実行することで各
部を制御する制御部１４０と、アプリケーションソフトウェアやファームウェアなどのプ
ログラムを格納するプログラムメモリ１５０と、種々のデータを格納するデータメモリ１
６０と、車載用電子装置４０のような外部電子装置をネットワークに接続するためのテザ
リング機能部１７０とを備えている。
【００２３】
　テザリング機能部１７０は、図３に示すように、通信部１１０を介して通信基地局２０
にアクセスするためのアクセス手段１７２と、通信基地局２０とスマートフォン３０との
データ通信速度、またはスマートフォン３０と車載用電子装置４０とのデータ通信速度を
モニタリングする通信速度監視手段１７４と、車載用電子装置４０など、スマートフォン
３０から一定の距離内にある外部電子装置との接続を許可するデバイス接続手段１７６と
、外部電子装置の識別コードや通信速度情報等のテザリング通信に関する通信情報を記憶
する通信情報記憶部１７８を有する。
【００２４】
　図４は、車載用電子装置の構成例を示すブロック図である。車載用電子装置４０は、Ｃ
Ｄ、ＤＶＤ、ブルーレイディスク、ハードディスク装置や地上波デジタルテレビ放送など
から得られたオーディオデータやビデオデータを再生するマルチメディア再生部２００と
、自車位置周辺の道路地図を表示したり、目的地までの誘導経路を案内するナビゲーショ
ン部２１０と、スマートフォン３０のテザリング機能部１７０と連携し、スマートフォン
３０をアクセスポイントとして通信を行う通信部２２０と、通信部２２０によるデータ通
信速度を監視するとともに、スマートフォン３０の通信速度監視手段１７４が有する通信
情報を取得する通信情報取得部２３０と、複数のアプリケーションの起動画面やアイコン
の表示態様など、各種画像を表示する表示部２４０と、メディア再生や誘導経路の案内に
伴う音声を出力する音声出力部２５０と、プログラムやデータ等を記憶する記憶部２６０
、ユーザーからの指示を受け取る入力部２７０、マイクロコントローラやマイクロプロセ
ッサ等を含みプログラムを実行することで各部を制御する制御部２８０を含んで構成され
る。
【００２５】
　記憶部２６０には、システム動作に必須のプログラム以外にも、ユーザーによりインス
トールされた複数のアプリケーションソフト、そのアプリケーションソフトに関する仕様
データ、仕様データに基づき作成されるアプリケーション毎のデータ通信速度リストが記
憶されている。好ましい態様では、データ通信速度リストは、制御部２８０によって作成
され、データ通信速度リストのデータは、テザリング通信の際に参照される。
【００２６】
　図５は、アプリケーションソフトに関するデータ通信速度リストの一例である。このデ
ータ通信速度リスト２６２は、アプリケーションソフトの仕様情報等から作成され、例え
ば、アプリケーションを識別する識別情報、当該アプリケーションの推奨通信速度、推奨
通信環境、および過去の通信速度実績の項目が設けられており、各種アプリケーションに
対する通信速度情報がリスト化されている。
【００２７】
　推奨通信速度は、アプリケーションのインストールのとき、提供する業者等が開示して
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いる仕様書にある推奨通信速度に基づき、ユーザーが個別に登録することができる。また
、推奨通信環境についても、推奨通信速度に基づき、高速通信を前提にしたものであるか
、低速通信でも利用可能であるかをユーザーが予め登録することができる。また、アプリ
ケーションが仕様データを含み、この仕様データに推奨通信速度等のデータが含まれてい
る場合には、インストールと同時に、その仕様データに基づき、自動的に推奨通信速度お
よび推奨通信環境がリスト化されるようにしてもよい。また、過去の通信速度実績には、
そのアプリケーションを使用した際の過去の通信速度が自動的に登録される。ここで、通
信速度実績は、例えば、アプリケーション使用時における平均通信速度や最大通信速度が
登録される。あるいは、直近の通信速度が登録される。ユーザーが所定の期間を指定する
ことで、適宜更新することも可能である。
【００２８】
　図６は、本発明の実施例における車載用電子装置の制御部の機能を示す機能ブロック図
である。制御部２８０は、通信情報取得部２３０よりテザリング通信時の現在のデータ通
信速度を取得する通信速度取得手段３００と、記憶部２６０からデータ通信速度リスト２
６２を読み出す通信速度リスト読出手段３１０と、通信速度取得手段３００により取得し
た現在のデータ通信速度に基づき高速通信が可能な高速通信可能状態であるか、または、
通信速度に制限がかけられた通信速度制限状態であるかを判別する通信状態判別手段３２
０と、通信状態判別手段３２０により通信速度制限状態であると判別されたとき、データ
通信速度リスト２６２に基づき、快適に利用することができない、高速データ通信に該当
するアプリケーションを抽出する抽出処理手段３３０と、抽出処理手段３３０による抽出
結果を受け、対応するアイコンを識別するアイコン識別手段３４０とを有する。
【００２９】
　通信状態判別手段３２０は、通信速度取得手段３００によって取得された現在のデータ
通信速度が、閾値Ｓ以上、例えば、Ｍｂｐｓオーダ以上である場合には、高速通信可能状
態であると判別し、閾値Ｓ未満、例えばＫｂｐｓオーダである場合には、通信速度制限状
態であると判別する。このような閾値Ｓは、通信サービスを提供している通信業者の取り
決め（制限がかけられたときの通信速度情報）に応じて決定することができる。別な判別
方法として、通信状態判別手段３２０は、現在のデータ通信速度が、例えば、所定の期間
内に一定の割合または比率、例えば、１０００分の１に低下した際に、通信速度が制限さ
れた状態であると判別してもよい。なお、このような判別条件における閾値Ｓは、ユーザ
ーが適宜設定し、使用状況に応じて閾値Ｓを更新することもできる。
【００３０】
　例えば、通信速度制限は、各通信業者によって異なるとともに、通信業者によっては通
信速度制限条件を変更するケースもある。よって、ユーザーは、車載用電子装置４０を利
用し、通信業者のサイトにアクセスし、開示されている通信速度制限情報に基づき、通信
速度制限状態を判別する際の判別条件を適宜設定することができる。
【００３１】
　抽出処理手段３３０は、通信速度制限状態であると判別されたとき、例えば、データ通
信速度リスト２６２にある各アプリケーションの推奨通信速度に基づき、閾値Ｓ、この例
では、Ｍｂｐｓオーダ以上の通信速度を必要とするものは快適に利用することができない
アプリケーションと判別しこれを抽出する。そして、対応するアイコンを識別表示するよ
うに、その抽出結果をアイコン識別手段３４０に出力する。抽出処理手段３３０は、推奨
通信速度を得ることができない等の場合には、データ通信速度リスト２６２にある推奨通
信環境や過去の通信速度実績のいずれか１つの項目に基づき、快適に利用することができ
ないアプリケーションを抽出することができる。アイコン識別手段３４０は、抽出処理手
段３３０からの抽出結果を受け取ると、そのアプリケーションに対応するアイコンを識別
表示するように表示部２５０を制御する。
【００３２】
　次に、図７のフローチャートに従って、車載用電子装置におけるアプリケーションの識
別表示の手順について説明する。まず、通信速度取得手段３００は、通信情報取得部２３
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０を介して現在のデータ通信速度を取得する（Ｓ１０１）。ここで、１４Ｍｂｐｓ、１２
０Ｋｂｐｓなど、スマートフォン３０を利用したテザリング通信時のデータ通信速度が取
得される。
【００３３】
　次に、通信状態判別手段３２０は、取得した現在のデータ通信速度から現在の通信状態
を判別する（Ｓ１０２）。例えば、現在のデータ通信速度が１４Ｍｂｐｓであった場合、
データ通信速度が閾値Ｓ以上であるため、通信状態判別手段３２０は、高速通信可能状態
であると判別する。これに対して、現在のデータ通信速度が１２０Ｋｂｐｓであった場合
、データ通信速度が閾値Ｓ未満であるため、通信状態判別手段３２０は、通信速度制限状
態であると判別する。その後、通信状態判別手段３２０は、その判別結果を抽出処理手段
３３０に提供する。
【００３４】
　次に、抽出処理手段３３０は、通信状態判別手段３２０から判別結果である通信状態に
関する情報を受け取り、現在のデータ通信状態が高速通信可能状態であるとき（Ｓ１０３
）、通信速度に制限がかけられていないため、インストールされている全てのアプリケー
ションは快適に利用できると想定され、アイコンは全て通常通り表示される（Ｓ１０４）
。よって、アイコンの識別表示は行われない。この場合のアプリケーション起動時におけ
るアイコンの表示例を図８に示す。
【００３５】
　図８は、車載用電子装置４０の表示部２４０の表示画面であり、複数のアプリケーショ
ンソフトに対応するアイコン４００が配列され表示されている。ユーザーは、これらのア
イコン４００を選択することで、対応するアプリケーションを起動して利用することがで
きる。このような通信速度に制限がない状態では複数のアプリケーションの全てが快適に
利用することができると想定されるため、アイコン４００の識別表示は行われていない。
【００３６】
　他方、通信状態判別手段３２０が通信速度制限状態であると判定した場合、抽出処理手
段３３０は、通信速度リスト読出手段３１０によって記憶部２６０からデータ通信速度リ
スト２６２を読み出す（Ｓ１０５）。データ通信速度リスト２６２には、各アプリケーシ
ョンの動作に必要なデータ通信速度として、推奨通信速度、推奨通信環境、及び過去の通
信速度実績がリスト化されている。抽出処理手段３３０は、データ通信速度リスト２６２
の上記項目いずれか１つを用いて、通信速度制限状態では、快適に利用することができな
いアプリケーションを抽出する（Ｓ１０６）。
【００３７】
　例えば、推奨通信速度または過去の通信速度実績を用いる場合、通信速度がＭｂｐｓオ
ーダ以上のものは、快適に利用することができないアプリケーションとして抽出の対象と
なる。また、推奨通信環境を用いる場合、高速データ通信に該当するアプリケーションは
、快適に利用することができないアプリケーションとして抽出される。そして、抽出処理
手段３３０は、その抽出した抽出結果をアイコン識別手段３４０に出力する。
【００３８】
　図９に、アプリケーション起動時におけるアイコンの識別表示例を示す。アイコン識別
表示手段３４０は、抽出処理手段３３０から受け取った抽出結果に応じて、対応するアイ
コンを識別表示するように表示制御する（Ｓ１０７）。例えば、高速通信を前提にしたア
プリケーションは、通信速度制限状態においては、快適に利用することができないため、
ＡＰＰ－０３、ＡＰＰ－０７、ＡＰＰ－０８、ＡＰＰ－１２のように、アイコン４００を
グレースケール表示、網掛け表示、または相対的に大きさが小さくなるような表示等によ
り識別表示する。なお、現在のデータ通信環境を把握するため、表示画面の一部に通信が
制限された状態にあるか否かに関する状態表示４０２を表示されるようにしてもよい。制
御部２８０は、テザリング通信が終了したとき、このシーケンスを終了する。
【００３９】
　図１０は、その他のアイコン識別表示例であり、図１０（Ａ）はマーク重畳表示による
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おいては、アイコン識別表示手段３４０は、快適に利用することができないＡＰＰ－０３
、ＡＰＰ－０７、ＡＰＰ－０８、ＡＰＰ－１２のアイコン４００上に、利用困難であるこ
とを示すマーク表示４０４を重畳する。これにより、ユーザーは、快適に利用できるアプ
リケーションと、快適に利用することができないアプリケーションとを識別することがで
きる。
【００４０】
　図１０（Ｂ）においては、アイコン識別表示手段３４０は、アイコンの配列表示する順
序を変更するような処理を行う。その結果、快適に利用することできるアプリケーション
を優先的に上位位置に配列することができ、快適に利用することができるアプリケーショ
ンと、快適に利用することができないアプリケーションとを空間的に分別することができ
、ユーザーにとって識別が容易になる。
【００４１】
　以上により、ユーザーは、アプリケーションを起動するとき、快適に利用することがで
きるアプリケーションと、快適に利用することができないアプリケーションを容易に識別
することができ、電子装置の利便性が向上する。
【００４２】
　上記実施例では、通信状態判別手段３２０は、Ｋｂｐｓオーダ以下である場合には、通
信速度制限状態であると判別したが、例えば、現在のデータ速度がＫｂｐｓに満たない場
合、通信困難状態と判別し、抽出処理手段３３０は、高速データ通信に該当するアプリケ
ーションを、利用できないアプリケーションとして抽出し、アイコン識別表示手段３４０
は、利用不可と識別することもできる。さらに上記実施例では、データ通信速度リストを
例示したが、必ずしもこのようなリストを作成する必要はなく、個別にアイコンまたはア
プリケーションが高速データ通信に対応するか否かをフラグ等で設定するようにしてもよ
い。
【００４３】
　上記実施例では、車載用電子装置上に表示されるアプリケーション起動画面におけるア
イコン識別表示を適応することについて説明したが、これに限らず、アクセスポイントと
なるスマートフォンの表示部に同様のアイコン識別表示技術を適応し、アイコンを識別表
示することも可能である。
【００４４】
　本発明の好ましい実施の形態について詳述したが、本発明は、特定の実施形態に限定さ
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の要旨の範囲において、種々の変形
・変更が可能である。
【符号の説明】
【００４５】
２０：通信基地局　　　　　　　　　　　　　　３０：スマートフォン
４０：車載用電子装置　　　　　　　　　　　　１７０：テザリング機能部
１７２：アクセス手段　　　　　　　　　　　　１７６：デバイス接続手段
１７８：通信情報記憶部　　　　　　　　　　　２３０：通信速度取得部
２４０：表示部　　　　　　　　　　　　　　　２６２：データ通信速度リスト
２８０：制御部　　　　　　　　　　　　　　　３００：通信速度取得手段
３１０：通信速度リスト読出手段　　　　　　　３２０：通信速度判別手段
３３０：抽出処理手段　　　　　　　　　　　　３４０：アイコン識別表示
４００：アイコン　　　　　　　　　　　　　　４０２：状態表示
４０４：マーク表示
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